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Ⅰ 中期目標期間の実績概要 

１．組織の特徴 

（１）情報基盤統括室の目的と沿革 

   情報基盤統括室は，「大学の情報化に関する戦略の策定，推進及び実施並びに情報基

盤等の整備に係る業務を統括することにより，大学における情報化の円滑な推進に資

すること」を目的として平成 19 年 10 月 12 日に設置された。 

 

（２）情報基盤統括室の体制 

   情報基盤統括室は，理事・副学長（情報担当）を室長とし，副室長として附属図書

館長，室長補佐として連携・協力組織の長及び研究推進部長，情報基盤統括企画員，

専門員，情報基盤統括室付事務職員で構成されている。情報基盤統括室には，事務シ

ステム及び学務システム等の整備に関する企画及び立案等に係る施策の検討を行うため，

事務・学務情報部会を設置している。 
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２．実績の概要 

（１）東工大ポータルの利用環境整備 

全学ユーザーサポートサービスを行うため，IT ヘルプデスクの開設，web ベースアンケ

ートによる要望集約等を行い，サービス改善に努めた。 

学内運用の高セキュリティ認証局の構築・運用・安定化を図った。 

学勢調査・就職状況調査システム接続，論文剽窃検知サービスのため ID 情報提供開始し，

東工大ポータルサービス拡充を行った。 

 

（２）東工大 IC カード 

東工大 IC カード利用環境の利便性向上,入館管理システム安定性向上,学内発行環境構

築による IC カード発行期間短縮等改善を図った。また，IC カード発行連絡会（教務課・

人事課等）を開催し，IC カード発行業務の円滑化を図った。 

 

（３）キャンパス共通メールシステム 

新規キャンパス共通メールシステム導入による安全性・メールボックス容量拡大による

利便性の向上を図った。 

 

（４）ソフトウェアの包括契約 

アドビ社製ソフトウェアの包括契約を行い，ソフトウェア提供サービスの拡充を図った。 

 

（５）SSL-VPN 利用 

SSL-VPN 利用環境の利便性向上を図った。 

 

（６）TSUBAME2.5, TSUBAME-KFC の運用成果，TSUBAME3.0 の設計・調達プロセス  

我が国初のペタフロップス級の性能を確保した TSUBAME2.0 は Top500 で世界４位・日本

一位となると共に，電力効率では運用スパコンとしては世界一(全体では３位)となった。

その後，実際のアプリケーションでその年トップの成果を挙げた事を表彰する ACM Gordon 

Bell 賞や文部科学大臣表彰をはじめ，HPCI リーディングスパコンとして数々の具体的か

つ世界的な研究成果をあげ表彰を受け，かつ学内外のスパコンとして 2,000 人にのぼるユ

ーザーを獲得した。更に平成 25 年度には 11.37 億円の補正予算により，単精度では 17.1

ペタフロップスと，京コンピュータを上回る性能を誇る TSUBAME2.5 へのアップグレード

を果たし，実際のアプリケーションでも 2-3 倍の性能向上を電力を削減しつつ果たし，200

社以上の産業利用を含む，京と並ぶ我が国を代表するスパコンとして多くの科学的成果を

あげた。後半には後継の TSUBAME3.0 の研究開発を開始し，その過程でのプロトタイプで

ある TSUBAME-KFC が構築され，油浸冷却など最新の技術の採用により，Green500 において

二期連続で日本のスパコンとしてはじめて名実ともに世界一となった。現在は更なる進化

を遂げる TSUBAME3.0 の平成 28 年度の稼働に向けて，調達プロセスを開始し，今までの研

究開発運用成果を盛り込んだ仕様原案を作成した。  
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（７）本学の情報基盤の高度化・安定化に向けた取組 

機能が大幅に強化された新キャンパスネットワークの運用を開始し，継続的にソフトウ

ェア等の更新を続けることで，情報基盤の高度化・安定化を行った。 

多くの学内 IT インフラシステムが，本ネットワーク上に実現され，災害放送システム

に合わせて導入された UPS により，一部機器の停電・災害時の可用性はさらに高まった。

支線ネットワーク更新時の建物スイッチのフロアへの展開による利便性の向上，長期に利

用のないポートの通信遮断など安全性向上も継続して行った。 

 

（８）新キャンパス無線 LAN に更新 

機能が高度化された新キャンパス無線 LAN に更新を行うとともに，イベント時無線ネッ

トワークの提供などサービスを簡易化・多様化した。同時に，支線組織で実施可能なアク

セスポイント導入施策を実施した結果，導入速度が当初予想を大きく上回ったため，計画

年度中版に接続ライセンスを追加することとなり，通信エリアは大きく拡張した。さらに，

各ネットワークの NAT ルータ配下への移行など利便性向上，古い規格の電波利用の停止な

ど安全向上を継続して行った。 

 

（９）対外接続 

対外接続については，SINET 接続帯域を，期間当初に 10 ギガ,半ばに 20 ギガへと強化更

新し，さらに 100 ギガ化のための調査を開始した。 一方で，フレッツ網を用いた遠隔研究

所のキャンパスネットワークへの直接接続などを実施した。 

 

（10）WWW サーバ代行サービス 

ホームページホスティングサービス（WWW サーバ代行サービス）については，H23-24

に TSUBAME 上の新高性能サーバへの移行・更新を行った。移行には利用者作業を伴うため，

長期に渡り利用者支援を行った。さらに H26 年度より，新サーバへの移行を開始した。ま

た，ウェブファイアウォールを導入・更新，ホームページ一時停止ボタンの実装，トップ

ページ差分の常時監視などを行い，継続的に本サービスのセキュリティ確保を行った。 

 

（11）負荷分散システムの構築 

利用者増加，IPv6,DNSSEC 対応による高負荷への対応のため，負荷分散システム(+Web

プロキシサーバ，DNS サーバ)を構築し，配下のサーバ群，ソフトウェア群の定期的な更

新を行い，通信の基礎となるサーバ群を安定運用した。 

 

（12）ネットワークシステム 

ファイアウォール通過／非通過が選択可能であるように設定・構成を行い，通信速度と

セキュリティ機能の協存を図りながら，大規模通信利用者の利便性，可用性を向上させた。 

すべてのシステム・サービスをより安定させるため，稼働状況のノンストップ監視シス

テムを学内外に複数構築し，多重監視環境による監視を行った。 
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（13）情報セキュリティの確保に向けた取組 

情報基盤の情報セキュリティの確保のために，ファイアウォールの運用/緊急時通信遮断，

ファイル共有ソフトウェア検出，機器・ソフトウェアの更新を随時・継続的に実施した。 

全学の情報セキュリティを向上させるため，最高情報セキュリティ責任者によるきめ細

かい注意喚起等を継続していたが，世界的な情報セキュリティの重要性の高まりに対応し，

H25 に，セキュリティ問題に対する緊急対応チーム（CERT）を設立し，より効果的・広域

的に全学情報セキュリティに対応できる体制を整備した。 

CERT とネットワーク基盤運用チームが協力し，新世代セキュリティ機器についての調

査・テスト，および，導入についての学内コンセンサスを得る作業を行い，新しい脅威に

対応できる情報収集，体制作りを行った。 

 

（14）東京工業大学 STAR サーチの運用 

Tokyo Tech STAR 構想に基づく文化・社会的観点からの検討の結果，22 年度，学内に散

在していた研究者のプロフィール，研究業績，教育・社会活動に関する情報を横断的に検

索し，検索結果を研究者に紐付けて表示する機能を備える東京工業大学 STAR サーチ（STAR 

Search）を開発し，23 年５月に公開した。また，より高度な機能の提供，学内他システム

との連携の強化及び利用者の利便性の向上等を目的として，主に以下の機能改善等を行っ

た。 

・もしかして検索機能の追加 

・T2R2 の登録・編集ページへのダイレクトリンク機能の追加 

・CV 出力機能の追加 

・研究者のプロフィール情報を蓄積・提供する研究者情報管理システムのバージョンア

ップに対応した検索・表示機能の改善 

・教育改革による組織変更及び新たに生じた担当情報に対応した検索・表示機能の改修 

・ORCID，ResearcherID との連携機能の追加 

 

（15）T2R2 システムにおける運用 

本学における教育・研究活動成果である学術研究論文等の一元的な蓄積・管理・発信を

目的とした東京工業大学リサーチリポジトリ（T2R2（Tokyo Tech Research Repository））

において，教育・研究に係る情報基盤の高度化のため，主に以下の機能改善等を行った。 

・25 年３月 11 日に公布された学位規則の一部を改正する省令に対応した学位論文登録・

公開機能の追加 

・アクセス状況通知機能の追加 

・27 年度に設置された情報活用 IR 室での活動に向けた，本学の教育・研究状況等の分

析を目的としたデータ集計機能の追加 

・教育改革による組織変更及び新たに生じた担当情報に対応した検索・表示・登録機能

の改修 

・ORCID，ResearcherID との連携機能の追加 
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また，本学研究者の研究業績の本文データの公開を積極的に進め，21 年度末に 56 件で

あった公開数は，27 年度末には 5,076 件に達した。 

 

（16）博物館 

東京工業大学博物館は，本学で生み出された教育研究の歴史的成果，現在進行している

様々な先端研究や社会への応用実績，本学卒業生の社会における成果等を収集・調査・保

存・研究及び伝承することにより，社会に向けて広く発信することを目的とし 23 年４月に

設立し，博物館相当施設への登録を行った。25 年には，博物館組織を博物館部門と資史料

館部門の２部門体制として業務の効率化を図るとともに，学内文書の効率的管理体制を構

築する必要性から，資史料館部門 に公文書室を設置した。 

さらに 27 年度には公文書室が国立公文書館等として指定を受けたことに伴い，保存期間

満了の法人文書や簿外資料などの移管により，目録作成及び排架作業を行った。 

本学の教育研究成果を学内外に向けて広く発信する観点から，百年記念館において各種

展示会（第２期中期目標期間中の開催件数（以下同様）13 件），シンポジウム他（31 件）

を開催し，学外でも国内外の機関と協同し各地で展示会等（12 件）を開催した。 

また，26 年度に獲得した国立大学改革基盤強化促進費により，学生や教職員が，学修や

ミーティング，イベントなど多様な活動を展開することの出来るアクティブ・ラーニング・

コモンズ及び大学の最新情報を広報するインフォメーション・コモンズとして活用するた

めの改修を実施し公開した。内覧会やイベント，ワークショップを実施し，新たな学びと

情報発信の空間の活用について学内外への周知を図った。 

 

（17）地球史資料館 

地球史資料館では大型試料の屋外展示の可能性について検討を行うとともに，定期的な

広報活動『地球と遊ぼう』を実施し，小学生に地球科学研究の興味・関心を広め，地域貢

献を行った。 

また，全世界ネットワークの確立を目指し，地球史試料及び国内・国外研究施設のデー

タベースのリンクについて検討を進めた。 
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Ⅱ 特記事項 

１．優れた点 

（１）TSUBAME2.0 の構築と運用開始【平成 22 年度】 

TSUBAME2.0 の運用を，予定通り11 月１日に開始した。スパコンの絶対性能世界ランキ

ング「Top500」では1.192 ペタフロップスと世界４位に躍進した。国内２位である日本原

子力研究開発機構（世界33 位）の６倍以上の性能があり，Top500 にランキングされてい

る国内スパコンを合算したものに匹敵するほどである。 

また，省エネランキングである「The Green500」において世界３位に，また実験機を含

まない実際に運用しているスパコンの中では省エネ世界一であると認定された。 

さらに実際のアプリケーションにおいても気象・バイオインフォマティックス・ナノ構

造の分野等において世界最高峰の性能を安定して達成した。 

 

（２）TSUBAME2.0 の運用と世界的な成果【平成 23 年度】 

平成22 年度より稼動し始めたTSUBAME2.0 が平成23 年６月の欧州ISC2011 にて数値計

算性能を示すTop500 で世界５位，電力性能のランキングGreen500 で平成22 年11 月に続

き運用スーパーコンピュータ世界1 位を記録した。引き続き平成23 年11月の米国ACM/IEEE 

Supercomputing にて，Top500 の世界ランクを維持するとともに，大規模データ解析性能

Graph500 で世界３位を記録し，その結果HPCWire 誌より世界第１位のスーパーコンピュー

タであるとの評価を得た。 

さらに実用面でも青木教授らのグループがTSUBAME2.0 を使った合金の凝固過程のシミ

ュレーションでACM ゴードンベル賞の本賞(Special Achievements in Scalability and 

Time-to-Solution)を，イタリアThe National Research Council(CNR)と学術国際情報セン

ター(GSIC)との共同チームが行った血流のシミュレーションもゴードンベル賞奨励賞を受

賞し，TSUBAME2.0 の成果が世界的に大きく評価された。 

 

（３）スパコン TSUBAME の産業利用の促進【平成 24 年度】 

平成19 年度より推進している文部科学省先端研究共用促進事業にてスパコンTSUBAME 

の産業利用における平成24 年度の中間評価が行われ，その結果，最高評定Ａ（優れた事業

であり，継続に値する）及び全評価項目で「特に優れている」を獲得した。 

 

（４）スーパーコンピュータ TSUBAME2.5 によるさらなる性能向上と省エネの実現【平成

25 年度】 

TSUBAME 2.0 の主要計算資源である GPU アクセラレータを最新の Tesla K20X へアップ

グレードした TSUBAME 2.5 を稼働した。平成 25 年 11 月に発表された世界のスパコンの

絶対性能のランキング Top500 で世界 11 位に，電力効率を競うランキング「Green500」で

も世界６位にランクされ，Tesla K20X の導入により性能向上とともに省電力性も実現され

た。 
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（５）スーパーコンピュータ TSUBAME による社会貢献の促進【平成 25 年度】 

文部科学省・先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業の支援のもと，TSUBAME の

計算資源により産業利用を促進し，トライアルユースの計算資源として 460 口を 28 件の

民間企業による利用があった。また，商用アプリバンドル型トライアルユース制度を拡大

し，利用を充実させた。 

 

（６）TSUBAME-KFC による電力効率ランキング２冠達成【平成 25 年度】 

TSUBAME 3.0 以降に向けた実験用テストベッドシステムである TSUBAME-KFC が平成 25 

年 11 月に発表された「Green500」で日本のシステムとして初の世界１位にランクされた。

また，ビッグデータ系のグラフ処理における電力効率のランキング「GreenGraph500」にお

いても，TSUBAME-KFC がビッグデータ部門で世界１位にランクされ，電力効率ランキング

での２冠を達成した。 

 

（７）スーパーコンピュータ TSUBAME2.5 の大幅な省エネの実現【平成 26 年度】 

平成 24 年度にアップグレードを果たした TSUBAME 2.5 に対し，夏季昼間時（７～９月）

の電力抑制を正確に行う「動的パワーキャップスケジューリング機構」を開発し，実際の

運用に供した。これにより，負荷に応じて台数を動的に調整する事によって，従来は一定

台数を夏季の昼間にオフにしていた事で生じていた目標電力値と現在のマシン負荷の相関

による最適な可動ノード台数に対する台数過多や不足が生じていた現象を解消し，正確な

電力目標値（平成 26 年度夏季は 800KW）に即した運転を達成した。また，TSUBAME 2.5 へ

のアップグレードにより， TSUBAME2.0 と比較して 12.5%の電力削減を達成し，性能差を

加味した運用時の電力性能比の向上は 2.71 倍となった。 

 

（８）TSUBAME-KFC によるスパコン省エネランキング Green500 二期連続世界一達成【平

成 26 年度】 

TSUBAME 3.0 以降に向けた実験用テストベッドシステムである TSUBAME-KFC が平成 25 

年 11 月に発表された世界のスパコンの電力効率を競うランキング「Green500」で日本の

システムとして初の世界１位にランクされたが，平成 26 年度６月においても世界１位と

なり，二期連続の栄冠となった。 

 

（９）大規模ビッグデータベンチマーク・Graph500 における世界一達成【平成 26 年度】 

九州大学・理化学研究所などとの共同研究により，スーパーコンピュータやクラウドに

おける大規模ビッグデータベンチマークである「Graph500」において，学術国際情報セン

ターが研究開発に関わった最新のアルゴリズムを用いた理化学研究所の京コンピュータ上

での実行で，平成 26 年６月の世界ランキングで世界１位を獲得した。 

 

（10）TSUBAME-KFC/DL がスパコンの省エネ性能ランキングで世界２位を獲得【平成 27 年

度】 

省電力実験用テストベッドスパコン TSUBAME-KFC について，平成 27 年 10 月に GPU アク
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セラレータのアップグレードを行い，演算性能・省電力性能ともに向上を行った。この増

強を行った TSUBAME-KFC/DL は，増強前に比べ演算性能は約 2.2 倍，省電力性能は約 1.2

倍となり，平成 27 年 11 月の省エネスパコンランキング Green500 で世界２位となった。ラ

ンキングにおいて評価されるのみならず，企業との共同によりビッグデータ・機械学習ア

プリケーションの大幅加速にも用いられている。 

 

（11）大規模ビッグデータベンチマーク・Graph500 二期連続世界一達成【平成 27 年度】 

ビッグデータ解析性能ランキング Graph500 において，TSUBAME および理化学研究所京コ

ンピュータを用いて研究開発されてきたソフトウェアのさらなる改良を，引き続き理化学

研究所・九州大学などと共同で行った。改良ソフトウェアを京コンピュータ上で実行した

結果により，平成 26 年６月に引き続き，平成 27 年６月及び 11 月に世界１位を獲得した。 

 

（12）研究情報発信機能の強化 

 研究業績等を研究者に結びつけて検索・表示する STAR Search を新たに構築・公開した

ほか，T2R2 において研究業績の公開を進め，22 年度から 27 年度の間に約 5,000 件の本文

データ，及び約 64,000 件のメタデータを公開した。 

 STAR Search の研究者詳細ページへのアクセス数は 23 年度から 27 年度の間の累計で約

125 万件に，T2R2 の業績詳細ページへのアクセス数は 22 年度から 27 年度の間の累計で約

269 万件に上り，研究情報の発信を推進している。 

 また 27 年度には，STAR Search，T2R2 の両システムにおいて，本学の教育改革に伴う組

織の変更と新たな担当情報に対応するための検索・表示機能の改修と，研究者情報の発信

を行う外部サービスである ORCID，ResearcherID との連携機能の追加を行い，本学の教育

研究成果の発信機能を高めた。 

 

２．特色ある点 

（１）情報セキュリティ体制の整備【平成 24 年度】 

本学における情報セキュリティの維持及び向上に恒常的に取り組むとともに，危機管

理対応を行う体制を整備するため，情報セキュリティ委員会の下に情報セキュリティ監

査・危機管理専門委員会を設置した。これにより，情報資産の侵害又はセキュリティに

関する事案の発生時に迅速かつ円滑に対応する体制を強化した。 

 

（２）情報セキュリティの推進【平成 25 年度】 

平成 25 年２月に情報セキュリティ監査・危機管理専門委員会を設置，平成 25 年度は

毎月同委員会を開催し，セキュリティ・インシデントの把握，未然防止のための対応等

を実施するなど積極的な活動を行った。 

学術国際情報センターに専任のセキュリティ担当教員を採用し，学内における情報セ

キュリティ体制の強化を図った。 

事務局改組により情報基盤課に情報企画グループを措置し，情報セキュリティの統括
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をすることとした。 

 

（３）情報セキュリティの継続的な推進【平成 26 年度】 

情報セキュリティ規則を改版し，情報セキュリティ監査・危機管理専門委員会内に CIO

（情報担当理事・副学長）直下の実働組織として，平成 25 年度に採用したセキュリテ

ィの専任教員を中心とした情報システム緊急対応チームを設立し，情報セキュリティに

関する緊急対応，情報収集・分析・通知，注意喚起，講演の実施と会議への参加等の活

動を行った。 

平成 25 年度に引き続き情報セキュリティ監査・危機管理専門委員会を月１回の頻度

で実施し，情報システム緊急対応チームからの活動報告や，インシデントの報告などを

受け，対応の検討，判断を行い，積極的な活動を行った。 

 

（４）情報セキュリティ【平成 27 年度】 

全学の利用者向けの注意喚起，情報解説を目的として，最新のセキュリティ情報を掲

載する Web ページの公開や特に危険度が高いと思われるセキュリティ情報を平易な文

により周知を図った。 

意図に関わらず学外に対して公開されているネットワーク機器（サーバ，パソコン，

プリンタ，テレビ会議システム等）に対して，複数の脆弱性発見ツールによる調査を実

施し，通知および対応を行った。 

ネットワーク基盤運用チームと共同で次世代型セキュリティ機器を検証し，機器の特

性や運用コストを明らかにした。 

標的型メール攻撃により多くの被害が全国で発生し続けている現状を鑑み，全教職員

を対象に，標的型メール攻撃を想定した訓練を２回行った。訓練終了後には，結果の通

知とともに標的型メールを見分けるポイントなども提供することで，教職員が標的型メ

ールの特徴や対応策を知り，防衛意識を高めた（個人情報の適切な管理を含む情報セキ

ュリティの向上に向けて取り組んだ事項についても言及した）。 

 

（５）研究者による情報発信の支援 

  STAR Search は T2R2 をはじめとする学内の複数のシステム等と連携し，研究者のプロ

フィールや研究業績等を取得している。STAR Search に表示される情報は連携先の各種

システム等から定期的に取得しているため，メンテナンスコストをかけることなく，最

新の情報を世界に向けて発信することができる。 

  T2R2 は研究者が研究業績を登録する際に利用できる入力支援機能を多く備えている。

22 年度には，学術論文や著書以外の研究活動を自由に入力することができる研究ハイラ

イト登録機能を，25 年度には，学位論文（博士）及び要旨の登録機能を，27 年度には，

ORCID からの研究業績データの一括取込機能を，それぞれ新たに搭載した。これらの機

能により，研究者による様々な教育研究成果の発信を可能にしている。 

 

（６）博物館機能の充実 
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平成 23 年度に「東工大博物館」を発足した。 

（平成 23 年３月１日付で３名の教員配置（兼務者を含む）により研究部を発足させ，同

年３月 31 日に博物館相当施設に登録して４月１日付で「東工大博物館」を発足し，百年

記念館とフロンティアの新技術コーナーの統合を行った。） 

また，同時に公文書室を設置し，学内文書の効率的管理体制の充実を計った。続いて，

平成 27 年には，公文書室が内閣府から「国立公文書館等」の指定を受けた。 
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Ⅲ 次期中期目標期間に向けた課題等 

 

（１）基盤ネットワークシステムの更新について 

   キャンパスネットワーク，キャンパス無線 LAN ネットワークは導入から 7年を経て

おり，一部機器の保守・生産終了，新規格への対応に加え，社会状況，大学新組織・

運用体制に応じたシステム更新を行う必要がある。 

さらに，ハードウェア面での更新に加え，IoT（Internet of Things）や IT セキュ

リティを取りまく状況に対応できるように，ソフトウェア・サービス面での刷新も行

い，その上で，安定した利便性の高い教育・研究・生活インフラである必要がある。 

 

（２）「本学の魅力」発信機能の強化 

地球史資料館，博物館などを組織的に統合し，広報・広報連携課との密接な協力関係

を築く方向で早急に検討を開始し，本学の魅力発信機能の格段の強化を図る。 

※地球史資料館，博物館については，平成 28 年度より情報基盤統括室の連携組織では

なくなった。 

 

（３）地球史資料館の「異分野交流のプラットフォーム」化 

異なった発展歴史を持つ地球惑星初期進化学と生命の発生・進化学の橋渡しとして，

世界的にも類いまれな地球史試料を国際共同研究に供するための組織ならびにインフラ

（高機能データベースなど）の構築に向け，検討を開始する。 

※地球史資料館については，平成 28 年度より情報基盤統括室の連携組織ではなくなっ

た。 

  

（４）社会貢献の推進 

博物館は，新たな学院組織との連携を深め，大学の研究教育の成果資料の集積・分析

を行い，社会貢献を推進していく。 

  ※博物館については，平成 28 年度より情報基盤統括室の連携組織ではなくなった。 

 

（５）部門体制の見直し 

博物館機能（教育研究活動，運営など）の強化のため，部門体制の見直しを実施する。 

  ※博物館については，平成 28 年度より情報基盤統括室の連携組織ではなくなった。 
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Ⅳ 中期計画の実施状況（主担当分） 

中期計画【35】「Tokyo Tech STAR (Science and Technology Academic Repository) 構想

に基づく教育研究成果の従来の発信に加え，文化・社会的観点からの検討と学内外に向け

て広く表現するために，博物館機能を充実する。」に係る状況 

 

 Tokyo Tech STAR 構想（資料１）に基づく文化・社会的観点からの検討として，22 年

度，学内に散在していた研究者のプロフィール，研究業績，教育・社会活動等に関する情

報を横断的に検索し，検索結果を研究者に紐付け統合して表示する機能を備える東京工業

大学 STAR サーチ（STAR Search）を開発し，23 年５月に公開した（資料２，３）。また，

より高度な機能の提供，学内他システムとの連携の強化及び利用者の利便性の向上等を目

的に機能開発等を行った（資料４）。 

東京工業大学リサーチリポジトリ（T2R2）（資料５）に関しては，本学研究者の研究業

績の本文データの公開を積極的に進め，21 年度末に 56 件であった公開数は，27 年度末に

は 5,076 件に達した（資料６）。また，利用者インタフェースや支援機能の改善等を行った

（資料７）。 

25 年度の学位規則の一部を改正する省令を受け，これに対応する機能を追加した。結果，

学位論文の公開件数は，内容要旨 714 件，審査結果の要旨 715 件，本文 607 件となった（資

料８）。 

 

26 年度には，研究者のプロフィール情報を蓄積・提供している研究者情報管理システム

をバージョンアップし，連携する STAR Search へ提供するデータを充実させた（資料９）。

また，27 年度には STAR Search 及び T2R2 に，研究者情報の発信を行う外部サービスであ

る ORCID，ResearcherID との連携機能を追加し，本学の教育研究成果の発信機能を強化し

た（資料 10～12）。 

     

東京工業大学博物館は，本学で生み出された教育研究の歴史的成果，現在進行している

様々な先端研究や社会への応用実績，本学卒業生の社会における成果等を収集・調査・保

存・研究及び伝承することにより，社会に向けて広く発信することを目的として 23 年４月

に設立し，博物館相当施設への登録を行った（資料 13）。25 年には，博物館組織を博物館

部門と資史料館部門の２部門体制として業務の効率化を図るとともに，学内文書の効率的

管理体制を構築する必要性から，資史料館部門 に公文書室を設置した（資料 14）。 

 さらに 27 年度には公文書室が国立公文書館等として指定を受けたことに伴い，保存期

間満了の法人文書や簿外資料などの移管により，目録作成及び排架作業を行った。 

 本学の教育研究成果を学内外に向けて広く発信する観点から，百年記念館において各種

展示会（第２期中期目標期間中の開催件数（以下同様）13 件），シンポジウム他（31 件）

を開催し，学外でも国内外の機関と協同し各地で展示会等（12 件）を開催した（資料 15）。 

また，26 年度に獲得した国立大学改革基盤強化促進費により，学生や教職員が，学修や

ミーティング，イベントなど多様な活動を展開することの出来るアクティブ・ラーニン
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グ・コモンズ及び大学の最新情報を広報するインフォメーション・コモンズとして活用す

るための改修を実施し公開した（資料 16）。内覧会やイベント，ワークショップを実施し，

新たな学びと情報発信の空間の活用について学内外への周知を図った（資料 17）。 

さらに，地球史資料館では大型試料の屋外展示の可能性について検討を行うとともに，

定期的な広報活動『地球と遊ぼう』を実施し，小学生に地球科学研究の興味・関心を広め，

地域貢献を行った（資料18）。また，全世界ネットワークの確立を目指し，地球史試料及

び国内・国外研究施設のデータベースのリンクについて検討を進めた。 

 

（資料１）Tokyo Tech STAR 構想 

出典：T2R2 ウェブページ 

http://t2r2.star.titech.ac.jp/star.html         
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（資料２）STAR Search 概要 

出典：STAR Search ウェブページ 

http://search.star.titech.ac.jp/titech-ss/static.act?page=about 

 

（資料３）STAR Search トップページ 

出典：STAR Search ウェブページ 

http://search.star.titech.ac.jp/titech-ss/search.act 
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・もしかして検索機能の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力したキーワードに対し，検索語の候補を表示する機能を開発した。これにより，研究者

の名前が正確に分からない場合でも，目的の研究者にたどり着ける可能性が高まった。 

 

・T2R2，附属図書館 OPAC，研究資金データベースとの連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者自身のページの T2R2 アイコンから，T2R2 の該当データの編集ページへ遷移する機

能を開発した。これにより，データを編集するために東工大ポータルから T2R2 へログイン

し直す必要がなくなり，研究者の利便性が向上した。 

 

（資料４）STAR Search 開発機能 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：STAR Search WG 作成資料 
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附属図書館の OPAC（蔵書検索）と連携し，研究者の氏名で OPAC を検索して，附属図書

館に当該研究者の著書が所蔵されているか調べることができる機能を開発した。 

 

 

研究資金データを取りまとめたデータベースと連携する機能を開発した。これにより，研究

者が獲得した競争的資金のデータを STAR Search で検索・表示することが可能になった。 

 

・研究者の履歴書（CV），研究者詳細情報の出力機能 

履歴書（CV）サンプル           研究者詳細情報サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：リサーチリポジトリ WG 作成資料 
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（資料５）T2R2 概要 

出典：T2R2 ウェブページ 

 

（資料６）T2R2 本文ファイル公開数（累計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：リサーチリポジトリ WG 作成資料 
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・データ集計機能 

 

 

 

 

 

 

 

情報活用 IR 室からの要望を受け，データの登録／更新件数等を集計する機能を開発し

た。これにより，組織ごとの教育・研究状況の分析等を行う際の元データを出力するこ

とができるようになった。 

・アクセス状況通知機能 

#取得日時 期間FROM　2015/11/1  0:00:00
#2015/12/01 03:47:49 期間TO　2015/11/30 23:59:59#

#常勤組織 所属組織 人数
[論文・著書]期間末
時点での登録済み
研究業績の総数

[論文・著書]期間内
に新規に登録された
研究業績の件数

[論文・著書]期間内
に変更された
研究業績の件数

[特許]期間末時点
での登録済み研究
業績の総数

[特許]期間内に
新規に登録された
研究業績の件数

[特許]期間内に
変更された
研究業績の件数

FALSE 東京工業大学 大学院理工学研究科 機械物理工学専攻 36 5603 32 35 137 1 0
TRUE (常勤)東京工業大学 大学院理工学研究科 機械物理工学専攻 31 5249 32 35 133 1 0
FALSE 東京工業大学 外国語研究教育センター 応用言語 4 87 1 1 0 0 0
TRUE (常勤)東京工業大学 外国語研究教育センター 応用言語 4 87 1 1 0 0 0
FALSE 東京工業大学 火山流体研究センター 6 155 1 1 0 0 0
TRUE (常勤)東京工業大学 火山流体研究センター 5 155 1 1 0 0 0
FALSE 東京工業大学 異種機能集積研究センター 2 0 0 0 3 0 0
FALSE 東京工業大学 大学院理工学研究科 化学専攻 41 1271 1 1 7 0 0
TRUE (常勤)東京工業大学 大学院理工学研究科 化学専攻 31 1109 1 1 7 0 0
FALSE 東京工業大学 応用セラミックス研究所 セラミックス解析部門 9 997 1 3 33 0 0
TRUE (常勤)東京工業大学 応用セラミックス研究所 セラミックス解析部門 6 989 0 0 33 0 0
FALSE 東京工業大学 大学院総合理工学研究科 環境理工学創造専攻 27 2081 0 0 19 0 0
TRUE (常勤)東京工業大学 大学院総合理工学研究科 環境理工学創造専攻 16 2075 0 0 19 0 0
FALSE 東京工業大学 大学院理工学研究科 電子物理工学専攻 23 5001 14 22 242 1 0
TRUE (常勤)東京工業大学 大学院理工学研究科 電子物理工学専攻 17 4993 12 16 242 1 0

（資料７）T2R2 開発機能 

 

 

 

 

  

研究者に自身の業績へのアクセス統計をメール通知する機能を開発した。 

・学位論文の登録機能 

学位論文の登録機能について，論文要旨，審査の要旨，要約も登録できるよう改修した。 

出典：リサーチリポジトリ WG 作成資料 
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（資料８）T2R2 学位論文公開件数 

種別 公開件数 （H28.3 末時点） 

学位論文 607 

学位論文（内容要旨） 714 

学位論文（審査結果の要旨） 715 

                    出典：リサーチリポジトリ WG 作成資料 

 

 （資料９）研究者情報管理システムにおける項目変更 

                        出典：STAR Search ウェブページ 
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1. 件名 

研究者情報管理システム バージョンアップ及び TSUBAME ホスティングサービスへの

移行業務 一式 

2. 概要 

2.1. 背景及び目的 

研究者情報管理システム（以下，「本システム」という。）は，東京工業大学（以下，「本学」

という。）の研究者プロフィール情報を蓄積し，管理するシステムである。本システムは，東

京工業大学 STAR サーチ（以下，「STAR Search」という。）や東京工業大学リサーチリポジ

トリシステム（以下，「T2R2」という。）等に研究者情報を提供することで，本学の研究者情

報の有効活用を図ることを目的としている。 

平成 23 年度まで，本システムに登録・蓄積されたデータは，希望者に限り，独立行政法人

科学技術振興機構が運営する JST ReaD へデータ交換システムを通じ提供していたが，平成

24 年 3 月，JST ReaD が国立情報学研究所によって運営される researchmap と統合したこ

とによりデータ交換システム及びデータフォーマットに大幅な変更が生じ，従来の形式での

データ提供が困難となった。 

researchmap は日本の研究者総覧として国内最大級の研究者情報のデータベースであり，

本学の研究者情報を広く一般に公開するためには，データの提供・更新を継続していく必要

がある。しかしながら現状では，データ交換システムによる一括登録・更新を行うことが困

難なため，研究者は個別にデータを登録・更新しており，大きな負担となっている。 

 

（資料 10）研究者情報管理システム バージョンアップ 

出典：研究者情報管理システム バージョンアップ及び VEST 移行仕様書 

 

 （資料 11）ORCID，ResearcherID との連携（STAR Search） 

  ※STAR Search の研究者情報ページに ORCID，ResearcherID から取得した情報を表示し， 

各サービスへリンクすることで，よりグローバルに研究者情報を発信する機能を備えた。 

 

出典：STAR Search ウェブページ 
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 （資料 12）ORCID，ResearhcerID との連携（T2R2） 

  ※T2R2 の研究者情報ページに ORCID，ResearcherID を表示し，グローバルな研究者情報サービスへ

と繋がる機能を開発した。また，ORCID に登録されている業績情報を一括して取り込む機能を開発し，

研究者の業績情報の一本化を図るとともに，他機関からの異動や新規採用で新たに本学へ着任した

研究者が ORCID 利用者であった場合，ORCID を経由し，より簡単に業績を登録することができるよう

になった。 

                              出典：T2R2 ウェブページ 

 

（資料 13）百年記念館展示室 

 

出典：博物館作成資料 

（資料 14）博物館組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：博物館作成資料 
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（資料 15）博物館イベント等調査 
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出典：博物館作成資料 
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（資料 16）博物館・百年記念館 1階 ﾗｰﾆﾝｸﾞ＆ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ｺﾓﾝｽﾞ内覧会資料 

出典：博物館ホームページ 

http://www.cent.titech.ac.jp/DL/DL_LearningCommons/document_LearningCommons.pdf 
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（資料 17）Launch Up! – Learning & Information Commons パンフレット 

 
 

 

                            出典：博物館ホームページ 

http://www.cent.titech.ac.jp/SpecialExhibitions_event/PastExhibition_event/LU.html 
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（資料 18）地球とあそぼう開催報告 

 

                               出典：本学ホームページ 

http://www.titech.ac.jp/news/2014/028420.html 
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中期計画【68】「教育・研究・運営に係る情報基盤を一元化・高度化し，情報セキュリテ

ィを確保しつつ情報の連携を高める。」に係る状況 

 

 ○東工大ポータルの利用環境整備 

以下の取組により，情報セキュリティを考慮した東工大ポータルの柔軟な利用環境の整

備を継続的に行った。 

・全学ユーザーサポートサービスを行うため，IT ヘルプデスクの開設，web ベースアンケ

ートによる要望集約等を行い，サービス改善に努めた。 

・学内運用の高セキュリティ認証局の構築・運用・安定化を図った。 

・東工大 IC カード利用環境の利便性向上,入館管理システム安定性向上,学内発行環境構築

による IC カード発行期間短縮等改善を図った。また，IC カード発行連絡会（教務課・

人事課等）を開催し，IC カード発行業務の円滑化を図った。 

・平成 28 年度教育改革に伴う学生証の券面デザイン改修による教育改革後の IC 発行業務

の継続性確保  

・東工大 IC カード発行業務に関わる認証サーバの冗長化による IC カード発行業務の安定

性向上 

・平成 28 年度教育改革に伴う個人情報ディレクトリ構造の改修による教育改革後の全学認

証・認可システム基盤の継続性確保 

・新規キャンパス共通メールシステム導入による安全性・メールボックス容量拡大（教員

10G，学生４G）による利便性の向上を図った。 

・アドビ社製ソフトウェアの包括契約を行い，ソフトウェア提供サービスの拡充を図った。 

・SSL-VPN 装置の Windows10 対応による利便性向上。 

・学勢調査・就職状況調査システム接続，論文剽窃検知サービスのため，ID 情報提供開始

し，東工大ポータルサービス拡充を行った。 

・eduroam 使用のためのアカウント発行サービス開始 について，テスト公開（2015 年 10

月）及び正式公開（2016 年１月） 

  

○TSUBAME2.0/2.5, TSUBAME-KFC の運用成果，TSUBAME3.0 の設計・調達プロセス  

・平成 22 年度から TSUBAME2.0 スーパーコンピュータの運用を行い，学内外の 2,000 名に

のぼるユーザーに大規模計算サービスを提供した。このシステムは我が国初のペタフロ

ップス級のシステムであり，導入時のスパコン性能ランキング Top500 で世界４位・日

本一位となった。さらに電力効率においては運用スパコンとしては世界一(全体では３

位)となった。本システムを用いた研究成果は，スパコンを用いた計算科学のトップクラ

スの成果に対して与えられる ACM Gordon Bell賞(平成 23年度)や，文部科学大臣表彰(平

成 24 年度)をはじめとして，世界的に高い評価を受けた。 

・平成 25 年度に 11.37 億円の補正予算により，TSUBAME2.0 から TSUBAME2.5 へのアップグ

レードを果たした。これにより理論性能は倍精度で 5.7 ペタフロップス，単精度で 17.1

ペタフロップスとなり，理論性能でも実アプリケーション性能でも，TSUBAME2.0 比で２

～３倍の性能向上を，電力を削減しつつ実現した。特に単精度性能では京コンピュータ

を上回る性能を誇る。 

・次世代のスーパーコンピュータに向けての研究開発の一環として，平成 25 年度に超省エ

ネスパコンプロトタイプである TSUBAME-KFC を完成させた。このシステムでは油浸冷却

やアクセラレータ高密度実装などの最新の技術の採用により，TSUBAME2.0/2.5 よりも省

エネ化を実現した。その結果，省エネ世界ランキング Green500 において日本のスパコン

としてはじめて世界一を獲得した(平成 25 年 11 月・平成 26 年６月の二期)。 

・TSUBAME2.5 スーパーコンピュータのサービスの一環として，データサイエンスを加速す

るためにデータ解析用の高性能機械学習ライブラリなどを配備し，提供を開始した。 

先端ソフトウェア運用基盤である HPCI-AE の運用の主導を行い，かつ HPCI ストレージの

三拠点のうちの一つとして，データサイエンス基盤を提供した。また，国立遺伝学研究

所と協力してゲノムデータを TSUBAME に直接供給する一ペタバイトの実験的な設備を配

備した。 
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さらにこれまでの研究成果をもとに，サイエンス向けクラウド・ビッグデータに関する

サービスについて，次世代 TSUBAME3.0 のフォーカスの一つとして仕様書に取り込んだ。  

以上のように，ビッグデータサイエンス基盤の整備について，他機関との連携・現シス

テム上でのユーザーへの利便性への提供・次世代システム上における大幅な発展という

観点において，当初予定を上回る実績を上げた。 

・TSUBAME2.0/2.5 の運用経験及び TSUBAME-KFC などで得られた知見をもとに，次世代スー

パーコンピュータ TSUBAME3.0 の概念設計を行った。そして平成 26 年度に正式名称「ク

ラウド型ビッグデータグリーンスーパーコンピュータ」として仕様策定委員会を形成し，

平成 27 年２月に資料招請の公示を行った。 

資料招請に対して合計 18 社から提案を受領し，その中で全体システムを提案している４

社のヒアリングを行った。その結果を踏まえ，平成 27 年９月に仕様原案を，平成 28 年

１月に仕様書を公示した。この結果としては再調達が必要となり，それを受けて仕様書

への一部変更を行い，調達プロセスを継続する予定である。仕様としての TSUBAME3.0

は，HPCI フラッグシップシステムである京コンピュータを超える約 15 ペタフロップス

を目標としており，実現されれば我が国のリーダーシップマシンの一つという役割を超

え，実質的にはフラッグシップシステムの一つとなって，当初の目標を上回ることにな

る。 

 

○東京工業大学 STAR サーチの運用状況 

・平成 22 年度，学内に散在していた研究者のプロフィール，研究業績，教育・社会活動に

関する情報を統合的に検索し，互いに関連付けて表示することで，教育・研究に係る情

報の一元化及び積極的な発信に貢献することを目的として，東京工業大学 STAR サーチ

（STAR Search）を開発した。 

・平成 23 年５月のリリース以降，より高度な機能の提供，学内他システムとの連携の強化，

及び利用者の利便性の向上等を目的として，以下の機能改善等を行った。 

  ◇もしかして検索機能の追加 

  ◇T2R2 の登録・編集ページへのダイレクトリンク機能の追加 

  ◇CV 出力機能の追加 

  ◇TSUBAME ホスティングへの移設 

  ◇教育改革による組織変更，並びに教育担当，研究担当に対応した検索・表示機能の

改修  

◇研究者情報管理システムのバージョンアップにおける項目追加等に対応するための

検索・表示機能の改修 

・安定的なサービス提供のため，稼働開始以降，毎年度，保守・運用支援契約を締結した。 

 

○T2R2 システムにおける運用状況 

・本学における教育・研究活動成果である学術研究論文等の一元的な蓄積・管理・発信を

目的とした T2R2（Tokyo Tech Research Repository）システムにおいて，教育・研究に

係る情報基盤の高度化のため，以下の機能改善等を行った。 

 ◇アクセス状況通知機能の追加 

 ◇平成 27 年度に設置予定の情報活用 IR 室での活動に向けた，本学の教育・研究状況等

の分析を目的としたデータ集計機能の追加 

 ◇安定性確保のための新規サーバへの移行 

 ◇英語でのサービス提供を充実するため，翻訳専門業者により T2R2 システムのヘルプペ

ージの翻訳及び英文校正 

・さらに，平成 28 年度からスタートする新たな教育組織に向けて以下の改修等を行った。 

◇教育改革による組織変更への対応 

◇教育担当，研究担当に対応した検索・表示機能の改修 

◇組織情報，担当情報を取得するための東京工業大学 STAR サーチとの連携強化 

・研究者情報の発信を行う外部サービスである ResearcherID，ORCID との連携により，教

育・研究情報の蓄積発信機能を高めるため，東京工業大学 STAR サーチ及び T2R2 システ

ムにおいて，以下の機能追加を行った。 
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◇東京工業大学 STAR サーチにおける ResearcherID，ORCID ID の表示・検索機能等の追

加 

◇T2R2 システムにおける ResearcherID，ORCID ID の表示機能の追加 

◇T2R2 システムにおける ResearcherID の登録機能等の追加 

◇T2R2 システムにおける ORCID ID を利用した業績データ一括登録機能の追加 

 

○学位規則の一部を改正する省令に伴う機能追加 

・平成 25 年３月 11 日に公布された学位規則の一部を改正する省令により，学位論文の内

容要旨・審査要旨及び本文のインターネット公開が義務化され，原則として公開サイト

は学位授与機関のリポジトリとされたことへの対応として，以下の機能追加等を行った。 

 ◇学位論文登録機能，要旨及び本文公開機能の追加 

 ◇国立情報学研究所が運営する学術機関リポジトリデータベース（IRDB）へのデータ提

供様式（junii2）変更への対応 

・平成 24 年度から，教育・研究活動成果の公開のため，本文公開作業を担当する非常勤職

員１名を雇用し，本文コンテンツの公開を進めた。 

・安定的なサービス提供のため，毎年度，保守・運用支援契約を締結した。 

 

○本学の情報基盤の高度化・安定化に向けた取組 

・機能が大幅に強化された新キャンパスネットワークの運用を開始し，継続的にソフトウ

ェア等の更新を続けることで，情報基盤の高度化・安定化を行った。これに伴い，多く

の学内 IT インフラシステムが，本ネットワーク上に実現され，災害放送システムに合わ

せて導入された UPS により，一部機器の停電・災害時の可用性はさらに高まった。支線

ネットワーク更新時の建物スイッチのフロアへの展開による利便性の向上，長期に利用

のないポートの通信遮断など安全性向上も継続して行った。 

・機能が高度化された新キャンパス無線 LAN に更新を行うとともに，イベント時無線ネッ

トワークの提供などサービスを簡易化・多様化した。同時に，支線組織で実施可能なア

クセスポイント導入施策を実施した結果，導入速度が当初予想を大きく上回ったため，

計画年度中盤に接続ライセンスを追加することとなり，通信エリアは大きく拡張した。

さらに，各ネットワークの NAT ルータ配下への移行など利便性向上，古い規格の電波利

用の停止など安全向上を継続して行った。 

・対外接続については，SINET 接続帯域を，期間当初に 10 ギガ,半ばに 20 ギガへと強化更

新し，さらに次期 SINET 用 100 ギガ対外接続スイッチの調達を行った。さらに，SINET

をプロジェクト線で利用する組織について取りまとめを行った。これらにより，平成 28

年３月にキャンパスLAN,プロジェクトすべてがSINET5100ギガ接続に移行した。一方で，

フレッツ網を用いた遠隔研究所のキャンパスネットワークへの直接接続などを実施した。 

・ホームページホスティングサービス（WWW サーバ代行サービス）については，H23-24 に

TSUBAME 上の新高性能サーバへの移行・更新を行った。移行には利用者作業を伴うため，

長期に渡り利用者支援を行った。さらに平成 26 年度より，新サーバへの移行を開始した。

また，ウェブファイアウォールを導入・更新，ホームページ一時停止ボタンの実装，ト

ップページ差分の常時監視などを行い，継続的に本サービスのセキュリティ確保を行っ

た。 

・利用者増加，IPv6,DNSSEC 対応による高負荷への対応のため，負荷分散システム(+Web

プロキシサーバ，DNS サーバ)を構築し，配下のサーバ群，ソフトウェア群の定期的な更

新を行い，通信の基礎となるサーバ群を安定運用した。 

・ファイアウォール通過／非通過が選択可能であるように設定・構成を行い，通信速度と

セキュリティ機能の共存を図りながら，大規模通信利用者の利便性，可用性を向上させ

た。 

・Web 代行サービスについて，SSL を各組織単位で導入できるテストを開始し，また，各利

用者単位で新サーバへの移行を開始した。セキュリティ問題のあるサイト，教育改革に

よる改組組織の移行を順次実施した。 
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・教育改革に伴うドメイン名ポリシー，ネットワーク割当の移行手順について詳細を決定

し，改革前後で継続される情報発信と，無理のない組織利用ネットワークの移行のため

のサービスを開始した。 

・国際無線 LAN ローミング基盤である eduroam 用に全学無線 LAN 接続環境を構築し，本学

における，特に海外ゲストの無線環境の利便性を飛躍的に向上させた。 

・旧食堂（学生等共同利用スペース）のネットワーク環境改善工事，本館スイッチ配置ス

ペースの空調拡充工事等を行い，それらスペースにおけるネットワーク運用の安全性を

向上させた。 

・すべてのシステム・サービスをより安定させるため，稼働状況のノンストップ監視シス

テムを学内外に複数構築し，多重監視環境による監視を行った。 

 

○情報セキュリティの確保に向けた取組 

・情報基盤の情報セキュリティの確保のために，ファイアウォールの運用/緊急時通信遮断

ファイル共有ソフトウェア検出，機器・ソフトウェアの更新を随時・継続的に実施した。

また，基盤のみならず全学の情報セキュリティを向上させるため，最高情報セキュリテ

ィ責任者によるきめ細かい注意喚起等を継続していたが，世界的な情報セキュリティの

重要性の高まりに対応し，平成 26 年に，セキュリティ問題に対する緊急対応チーム（CERT）

を設立し，より効果的・広域的に全学の情報セキュリティに対応できる体制を整備した。

さらに，CERT とネットワーク基盤運用チームが協力し，新世代セキュリティ機器につい

ての調査・テスト及び導入についての学内コンセンサスを得る作業を行い，新しい脅威

に対応できる情報収集，体制作りを行った。 

 平成 27 年度には標的型メール攻撃訓練を２回実施し，メールや Web ページを活用して全

学に対して対策方法を周知した。 
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